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で
は
熱
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い
が
繰
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す
。
日
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も
暑
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ら
れ
て
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ま
す
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熱
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中
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や
水
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事
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も
多
く
、
命
を

中
症
や
水
難
事
故
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多
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、
命
を
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い
感
謝
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殊

救
い
感
謝
さ
れ
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道
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欺
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た
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ま
す
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気
あ
る
行
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に
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素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
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素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　　

さ
て
、
今
回
は

さ
て
、
今
回
は
2020
年
ほ
ど
前
の
出

年
ほ
ど
前
の
出

来
事
を
紹
介
し
ま
す
。
今
の
よ
う
な

来
事
を
紹
介
し
ま
す
。
今
の
よ
う
な

暑
い
朝
で
し
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。
仕
事
で
東
海
道
線

暑
い
朝
で
し
た
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仕
事
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東
海
道
線

を
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し
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私
の
隣
に
座
っ
て

を
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っ
て
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が
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、
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じ
め
、
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ず
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か
熱
中
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熱
中
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ら
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し
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定
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ら
ず
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を
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る
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も
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し
た
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両
を
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も
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私
は
私
は
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さ

と
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に
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が
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に
打
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に
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が
床
に
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付
け
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に
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よ
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に
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に
あ
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を
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に
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お
医
者
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せ
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医
者
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大
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な
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で
呼
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か
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ま
し
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が
、
反

き
な
声
で
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
反

応
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
揺
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収
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揺
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収
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の
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け
に
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反
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は
こ
れ
以
上
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対
処
が
で
き
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困
り

は
こ
れ
以
上
の
対
処
が
で
き
ず
困
り

果
て
、
向
か
い
に
座
っ
て
い
た
二
人

果
て
、
向
か
い
に
座
っ
て
い
た
二
人
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女
子
高
校
生
に
「
ね
え
、
お
願
い

の
女
子
高
校
生
に
「
ね
え
、
お
願
い

が
あ
る
ん
だ
け
ど
」
と
言
う
と
、
察

が
あ
る
ん
だ
け
ど
」
と
言
う
と
、
察

し
た
よ
う
に
二
人
は
立
ち
上
が
り
、

し
た
よ
う
に
二
人
は
立
ち
上
が
り
、

電
車
の
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
「
ど

電
車
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進
行
方
向
に
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ど
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て
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駆
け
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け
ま

い
て
く
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駆
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け
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し
た
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よ
う
や
く
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に
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車
す

し
た
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よ
う
や
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駅
に
停
車
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る
と
、
担
架
を
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っ
た
駅
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が
二
人
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と
、
担
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を
も
っ
た
駅
員
が
二
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立
っ
て
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し
た
。
二
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の
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立
っ
て
い
ま
し
た
。
二
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は
、
運
転
手
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事
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、
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は
、
運
転
手
に
事
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を
伝
え
、
次

の
駅
に
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

の
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に
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。
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は
担
架
で
運
び
出
さ

ま
し
た
。
患
者
は
担
架
で
運
び
出
さ

れ
、
ド
ア
が
閉
ま
る
と
、
私
も
女
子

れ
、
ド
ア
が
閉
ま
る
と
、
私
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女
子
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も
他
の
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も
元
の
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に
戻

高
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も
他
の
乗
客
も
元
の
席
に
戻
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、
落
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着
き
ま
し
た
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り
、
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　　

私
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降
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に
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り
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り
際
に
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に
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ま
し
た
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ま
し
た
。
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が
と
う
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せ
て
に
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こ
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を
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せ
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に
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こ
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し
て
い
た
よ
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に
記
憶
し
て
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ま

し
て
い
た
よ
う
に
記
憶
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制
服
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ら
高
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が
分
か
っ
た
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。
制
服
か
ら
高
校
名
が
分
か
っ
た

の
で
、
電
話
で
そ
の
高
校
の
教
頭
先

の
で
、
電
話
で
そ
の
高
校
の
教
頭
先

生
に
一
部
始
終
を
話
し
、
お
礼
を
伝

生
に
一
部
始
終
を
話
し
、
お
礼
を
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え
ま
し
た
。
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は
分
か
ら
な
か
っ

え
ま
し
た
。
名
前
は
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
全
校
集
会
の
折
に
で

た
の
で
す
が
、
全
校
集
会
の
折
に
で

も
、
そ
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
紹

も
、
そ
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
と
紹

介
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
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介
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。
私

か
ら
の
感
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状
を
贈
り
た
か
っ
た
、

か
ら
の
感
謝
状
を
贈
り
た
か
っ
た
、

そ
ん
な
出
来
事
で
し
た
。

そ
ん
な
出
来
事
で
し
た
。

７/27　下岡蓮杖翁と下田　

　下田開港 170 周年記念事業として、古写真家で蓮

杖研究の第一人者である森重和雄氏をお招きし、下

岡蓮杖の他、幕末で活躍した下田出身の写真師につ

いて講演いただき、約 60 名の方が聴講しました。

８月の
できごと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３日　 下田をきれいにする日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７日　 要配慮者に関するワークショップ
　　13-15 日　 下田八幡神社例大祭　　

      　 21 日　　寿大学

　   　 　26 日　　安全祈願祭

　   　　　　　　　　　　29 日　　市内小中学校始業式

７/29‐30　先生たちの社会科見学　

　小中学校の先生を対象に、市内歴史施設を巡る社会

科見学が実施されました。子どもたちの郷土学習に役

立てていただくことを目的に、先生自らが社会科見学

をするという内容で、２日間に６施設を巡りました。

８/７　南海トラフ地震に備えて　

　明治大学都市計画研究室、京都大学防災研究所と連携

し、南海トラフ地震の臨時情報発表された際の要支援者

の避難対応について、関係各課と社会福祉協議会が集ま

り、課題解決に向けたワークショップを実施しました。

８/５　議員と中学生のつながるミーティング　

　議場において、市議会議員と下田中学校生徒とのつな

がるミーティングが実施されました。生徒は意見交換を

はじめ、議場の紹介や議会の仕組みなどを学習し、議員

に対して様々な質問や要望などが挙げられていました。

８/26　河内庁舎安全祈願祭　

　新庁舎整備事業の総仕上げとなる第２期工事が河内

庁舎敷地にていよいよ始まります。分散している市民

保健課などの窓口部署と教育委員会が河内庁舎に集約

されます。令和８年春のオープンを予定しています。

８/13‐15　下田八幡神社例大祭　

　３日間に渡って旧町内において下田八幡神社例大祭

（下田太鼓祭り）が開催されました。お神輿や供奉道

具を担ぐ威勢の良い掛け声と、それを囃したてる太鼓

と笛、三味線、熱気の溢れるお祭りとなりました。

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

２日（水）めだかルーム　９時～11時30分

４日（金）敷根公園で遊ぼう　９時30分～11時

５日（土）開館日

７日（月）ベビーリトミック（岡かよの先生）

９日（水）あひるルーム(敷根公園)　 ９時30分～11時

10日（木）遊・ＶＩＶＡさんと遊ぼう　10時30分～

11日（金）おでかけ広場(海遊公園)　９時30分～11時　

16日（水）うさぎルーム（敷根公園）９時30分～11時

19日（土）開館日

21日（月）体育館で遊ぼう(市民スポーツセンター)

　　　　　９時30分～11時

23日（水）ヨガ＆リトミック（工藤千明先生）

24日（木）誕生会　10時30分～

25日（金）8020双葉事業「虫歯予防教室」10時30分～ 

28日（月）発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　保健師講話（保健師・栄養士来所）

30日（水）31日（木）ハロウィン製作

※予定は変更になる場合があります。

詳細は子育て支援センターまで問い合わせください。

プ ー ル 遊 び

　日中は日差しが厳しいですが、朝夕の風が心地よく

感じられるようになってきました。夏から秋へと季節

がバトンタッチするようですね。今年の支援センター

の夏は、お家の人と一緒にたらいやビニールプールの

水遊びを毎日楽しみました。

　９月から「年齢別ルーム」が始まります。年齢にあっ

た玩具、環境を用意しています。同年齢の子と一緒に

遊びながら親子で交流を深めていきましょう。第１・

２・３水曜日の午前は、年齢指定の日になります。遊

びにきてくださいね！

親子で楽しいリズム遊び

誕 生 会 夏 祭 り ご っ こ


